
 

麻生建築＆デザイン専門学校 

教育目標（育成人材像） 

 

 

（建築工学科） 

幅広い建築知識を修得し、住宅や・都市環境の創造と保全を通して、社会・産業・地域に

貢献できる人材を育成する。卒業後、建築士・施工管理技士を目指し、リーダーとして活

躍できる人材を育成する。 

また、大学を併修（任意）することで研究部門への道が開け、最先端技術への挑戦など、

技術の発展や効率化に貢献できる人材を育成する。 

 

（建築学科（昼）） 

社会的要求の多様化を踏まえた住宅事情などに対応できる建築技術者を育成する。建築

の専門知識を提供し、同時に専門性を活かしながら人との繋がりを大切にできる人材を

育成する。卒業後は、建築士、施工管理技士を目指し現場でのリーダーとなる人材を育成

する。 

 

（建築ＣＡＤ科） 

最先端の CAD 技術と建築に対する創造性を持った技術者を育成する。CAD オペレーシ

ョンだけでなく、BIM（Building Information Modeling）のワークフローに特化した設

計手法や、意匠・構造・設備等の 3次元 CADデータを作成できる知識・能力を養成する。

将来、建築全般を把握し現場を動かす BIMマネージャーとなり、大型プロジェクトの核

となる人材を育成する。 

 

（インテリアデザイン科） 

インテリア空間のコーディネートやカラーマネジメント、ショップや商業施設の設計、目

的に応じた空間を演出するためのデザインについて学び、インテリアデザイナー・インテ

リアコーディネーターなど室内演出のスペシャリストとして活躍できる人材を育成する。

インテリアデザインの知識を活かし適切な接客対応力を発揮できる力を養成する。 

 

（建築学科（夜）） 

社会人としての経験を活かし、実用的な建築の創造ができる力を養う。卒業後は建築士受

験や業界への転職等、キャリアアップすることで建築業界へのキャリアパスを広げ、さら

なる社会貢献ができる人材を育成する。 

  



 

（建築士専攻科） 

建築士指定科目を履修した者に対し、建築士試験を受験し合格を目指す。 

大きな目標に全員で取り組むことで協調性を養い、目標を達する大きな達成感を得てや

りがいをもって活躍できる建築士を育成する。 また、大学併修を選択した者には建築学

習の集大成として、卒業研究に取り組み、建築学を深く追求することができる人材を育成

する。 

 

（クリエイティブデザイン学科プロダクトデザイン専攻） 

ものづくりに求められる、様々な技術を学び、業界先端技術を持って企画・設計をこなせ

る人材を育成する。 

設計に関しては、3次元 CAD「CATIA」の技術を習得し、幅広い工業製品の設計が可能

な技術獲得を目指す。 

また、プロダクトデザインに関する広い知識を養い、社会的・商業的に価値のある企画力

の養成を目標としている。 

 

（クリエイティブデザイン学科ビジュアルデザイン専攻） 

視覚情報によるコミュニケーションを主体とした、商業的価値のある各種メディアのデ

ザイン及びオペレーションが可能な人材を育成する。 

ここに含む商業的価値のある各種メディアとは、主に紙・WEBによる商業広告や、それ

に関するマーケティング施策を指す。具体的には、業界標準のツールを活用した媒体制作

力と、目的に応じた問題提起と解決提案力の養成を目標としている。また、様々な文化・

趣向に対して広い視野を持ち、変化するニーズへの対応能力を養い、社会で活躍出来る人

材を目指す。 

 


